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1.はじめに 
近年、Web サイトが閲覧できる携帯電話やネッ

ト家電等、これまでコンピュータ上で行っていた

ような複雑な処理を行う機器が身近な電気製品と

して増えている[1]。これらの機器では、たくさん

の機能を分かりやすくユーザに提供するために、

液晶画面等を使ったグラフィカルなインタフェー

スを持つものが少なくない。これらの機器ではコ

ンピュータ上の GUI に見られるようなアイコン、

メニュー等が採用されているが、利用環境、大き

さの制約からマウス、ペン等のポインティングデ

バイスが採用しづらい[2]。代替として、ボタンの

みでの操作の場合、方向ボタンでカーソルを動か

す事によって画面上のオブジェクトを選択する。

しかし、選択できる項目が多くなると、ユーザは

カーソルを目的のオブジェクトに到達させるため

に何回も方向ボタンを押す必要があり、操作にか

かる時間やストレスが大きい。 

PartNaviは、ボタンでカーソルを移動する代わ
りに、注目する画面エリアを絞り込む事で画面中

のオブジェクトを少ない操作で選択できる様にす

る手法である。 

2.PartNaviの基本アイデア 
機器に 3×3のマトリックス状のボタンがついて

いるとする。PartNaviでは、このボタンに対応さ

せて画面領域を 3×3に分割する(図 1)。ユーザは、
自分の選択したいオブジェクトの存在する領域に

対応するボタンを押す。すると、その領域が再帰

的に 3×3 のエリアに分割される(図 2)。これを繰
り返して画面領域を選択したいオブジェクトに対

して狭めていく。中に選択可能なオブジェクトが

一つしかない領域が選ばれたら、そのオブジェク

トが選択される事になる。 

 

図 1:PartNaviに分割されたWebページ[*] 

 

図 2:ユーザが領域を選択した状態 

 

図 3:さらに領域を選択した状態(拡大) 

 
但し、機器にはもう一つ領域選択をキャンセル

して前の状態に戻るボタンが必要である。また分
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割対象の画面領域が狭くなりすぎると画面が見づ

らくなるため、選択可能なオブジェクトが 9 つ以

下になった時点でそれらのオブジェクトに直接ボ

タンに対応するラベルをつけて選択させる事にし

ている(図 3)。 

また、PartNaviは 3×3のボタン配置に限らず、
画面分割の方法を変更する事で、十字型のカーソ

ルキーや、その他のボタン風デバイスで操作する

様に変更できる。 
ここで、a) n個のオブジェクトを縦一列に並べ、

上下方向ボタンで選択する場合。b) n 個のオブジ

ェクトを縦横に並べ、上下左右方向のボタンで選

択する場合。c)PartNavi を使い、均等に画面上に

散らばったオブジェクトを 3×3のボタンで選択す

る場合の３つを考える。それぞれの場合のオブジ

ェクト選択に必要なボタンの押下回数は、a)では

O( n )、b)では O( n )、c)では O(log9 n )となり、理

論的には圧倒的にボタンの操作回数を少なくでき

る。 

3.携帯電話での小型画面への応用 
Web ブラウジングのできる携帯電話は広く普及
しているが、現状ではWebページを携帯電話の小

さい画面にコンピュータのブラウザと同じデザイ

ンで表示する事はハードの能力や、操作性の点か

ら実現しておらず、Web ページは携帯電話の小型

画面向けに変形、編集されて表示される[3]。しか

し、既に PDA等の小型画面にページサムネイルと
ズームを利用してWebページをオリジナルのまま

のデザインでブラウズする研究も進んでおり[4]、

近い将来携帯電話でもこの様なブラウジングが実

現できる事が予想できる。しかし、携帯電話には

携帯性の面からハイパーリンク選択のためにマウ

スやペンのようなポインティングデバイスは搭載

しにくい。そこで、3×3に配置された 1から 9ま

での番号ボタンを使い、PartNaviを応用してブラ

ウジングする。 
最初にページが表示された時点では、Web ペー

ジはその横幅が画面の横幅に収まるように縮小さ

れて表示される。この画面を分割し、ユーザが領

域に対応するボタンを押すと、その領域が画面い

っぱいに拡大表示される。この様に、Web ページ

の全体を一望できるサムネイルから、オリジナル

のサイズまで縮尺を変えながらブラウズする。さ

らに、ハイパーリンクの選択も同様に拡大された

領域の中で PartNaviを利用して選択する。 

4.まとめ 
PartNaviはポインティングデバイスが無く、画

面サイズの限られている環境での画面オブジェク

トの選択操作に威力を発揮する。さらに、PartNavi
の利点としては、ボタンの部品としてのコストが

安く、搭載しやすい事、これまでの機器デザイン

はそのままで、ソフトウェアを書き換える事で実

現可能な事、コンピュータの画面上で洗練された

画面デザインやコンテンツをそのまま流用しやす

くなる事があげられる。 
一方、PartNaviの操作方法にこれまでの方向ボ

タンとカーソルによる操作に慣れたユーザが簡単

に馴染めるか、またオブジェクト選択以外のタス

クとの操作の整合性を保てるか、という問題点が

存在する。 

今後の研究では、携帯電話におけるPartNavi を
使ったWebブラウジングタスクについてズーミン

グインターフェイスのツールキット Jazz[5]と、携

帯電話型キーボードの Keiboard[6]を用いてプロ
トタイプシステムを実装し、ユーザテストにより

有効性を明らかにする予定である。 
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